
事業所名：有限会社大隅ダイハツ 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

企業理念を軸としながら、ＳＤＧｓの取り組みを積極的に進め、環境・資源に配慮した業務運営や 

お客様へのサービス向上、ハラスメントや人権侵害などを防止し、持続可能な地域社会の実現に

貢献する企業を目指します。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

CO2 を削減するために販売車をガソ

リン車からハイブリッド車・電気自動

車への切り替え 

販売車全体のうち３

０％を切り替え 

販売車全体のうち２

０％を切り替え 

☐環境 

社会 

☐経済 

ミーティングにて、ハラスメントや就業

環境の確認を怠らず、従業員の意見

を真摯に受け止めるよう努める 

ミーティングを月１

回以上実施 

ミーティングを毎月複

数回実施 

☐環境 

☐社会 

経済 

高齢者の活躍の場を広げるために、

定年退職後の人材を積極的に採用す

る 

社員全体のうち２

０％を目標 

社員全体のうち ２

０％を超えて雇用 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

今期は三側面のうち、社会・経済の取り組みに関しては指標を上回り達成したが、環境の取り組

みについては、実績としては前回時点よりも数字の向上は果たしたが、指標には届かなかった。 

前期の取り組みも引き続き指標を超えることを目指しつつ、次期の取り組みに関しては三側面全

ての取り組みに関して指標を超えられるように努めていく。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

☐経済 

カーボンニュートラルへ向けた、段階的なペーパ

ーレスの実施 

現状の紙資源の使用率より５％

以上の削減 

☐環境 

社会 

経済 

育児・介護に関する就業規則の変更を実施し、

その上で育児・介護に関する休暇の取得率を向

上させる。 

育児・介護の休暇取得率を 80％

以上実施 

☐環境 

☐社会 

☐経済 

  

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


